
品
入
十
九
號

第
入
巻

記
入
珊

佛
陀
ご
摩
詞
毘
羅

朋

渓

了
　
　
諦

隅

　
　
　
　
　
　
西
暦
紀
元
前
払
六
世
紀
に
入
る
や
、
印
度
の
政
治
的
中
心
が
婆
羅
門
文
化
の
根
擦
地
で
あ
っ
淀

　
　
　
　
　
西
部
一
嚴
密
に
い
へ
ば
西
北
部
一
を
離
れ
て
、
婆
羅
門
的
影
響
の
な
ほ
微
弱
で
あ
っ
π
東
部
に
移

　
　
　
　
　
つ
た
。
そ
れ
ご
同
時
に
、
東
部
に
於
け
る
新
し
い
都
市
、
即
ち
摩
掲
陀
（
諸
お
隔
離
）
の
王
磐
城
（
戸
＆
勲
鴨
岡
多
）

　
　
　
　
魚
鱗
羅
（
鑓
。
聾
箏
）
の
含
衛
城
（
り
。
碧
影
画
江
）
、
践
嘗
（
＜
＆
凹
）
の
吠
磁
石
（
＜
。
・
。
筈
）
．
嵯
彌
（
＜
9
蛮
野
）
の
嬬
愚
論
（
鴻
マ

　
　
　
　
。
。
婁
9
な
ざ
が
罪
婆
羅
門
主
義
．
に
立
脚
せ
る
単
文
化
野
動
め
中
心
地
こ
な
っ
た
。
當
時
勃
書
し
た

ノ
轟
轟
辮
蕪
藤
壷
睾
．
舗
統
婚
藤
織
罫
騨
嶽
継
ぐ
．



　
　
　
　
が
、
そ
の
主
張
の
多
く
は
娑
羅
門
の
敷
幅
か
ら
槻
れ
ば
異
端
説
で
あ
っ
だ
◎
之
等
多
種
丸
儲
の
新

　
　
　
　
思
潮
中
、
含
量
最
も
勢
力
の
あ
っ
た
も
の
は
．
佛
陀
（
ぎ
盆
ぎ
）
及
び
摩
詞
箆
羅
（
諸
銭
費
、
H
第
）
の
敷
法
で
あ

　
　
　
　
つ
た
。
佛
陀
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
佛
敷
の
開
麗
で
あ
り
、
塵
詞
毘
羅
は
壷
振
（
画
筆
）
部
ち
誉
伊
那
敷

　
　
　
　
　
（
慮
昏
B
）
の
大
成
者
で
あ
っ
て
、
西
紀
前
第
六
世
紀
か
ら
同
第
五
世
紀
に
渉
っ
て
、
殆
ん
ざ
時
代
を

　
　
　
　
同
じ
う
し
．
而
も
岡
一
地
域
に
於
て
、
共
に
婆
羅
門
の
傳
統
的
敷
雛
を
否
認
す
る
宗
敷
を
宣
徳
，
し
た

　
　
　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
．
之
等
爾
宗
敏
的
偉
聖
が
時
代
を
同
じ
う
し
て
活
動
し
た
ビ
い
ふ
こ
ご
は
、
佛
陀
が
藁
蕎
（
〈
簿
讐
）
族

　
　
　
　
の
舎
彌
村
（
ω
帥
p
舅
の
営
養
）
に
留
錫
せ
ら
れ
た
時
、
尼
乾
式
愈
愈
子
（
Z
…
σ
q
鴛
義
影
Z
鋒
一
属
噂
㌶
ε
が
末
羅
（
鷺
斜
膏
）

　
　
　
　
族
の
主
府
転
婆
（
皆
多
）
に
於
て
入
滅
し
だ
後
、
間
も
な
く
彼
の
敷
徒
分
裂
し
て
、
反
暗
黙
が
互
に
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酌

　
　
　
　
難
闘
幽
し
て
み
た
ε
い
ふ
こ
ご
、
並
に
そ
の
後
磁
心
が
波
婆
へ
過
か
れ
た
縛
、
佛
弟
子
舎
利
弗
（
Q
。
駒
騰
γ

　
　
　
　
鷲
酔
鍵
〉
が
佛
陀
背
痛
の
だ
め
佛
陀
に
代
っ
て
比
丘
衆
に
継
し
，
て
此
の
若
提
子
の
破
後
そ
の
敷
徒
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

　
　
　
　
分
裂
し
た
事
實
を
心
材
こ
し
て
説
法
し
翼
こ
ご
や
、
又
尼
乾
子
若
提
子
の
有
力
な
在
俗
信
士
優
婆

　
　
　
　
離
ス
¢
℃
讐
）
が
佛
陀
を
説
服
せ
ん
ご
企
て
㌧
却
っ
て
佛
陀
の
爲
に
論
破
せ
ら
れ
て
、
佛
弟
子
ご
な
つ



塾
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

　
　
　
た
爲
、
若
提
子
は
蒙
古
を
吐
ぎ
、
そ
れ
が
病
源
ご
な
っ
て
波
野
國
で
命
絡
し
た
こ
ご
や
な
ざ
が
、
信
用

　
　
　
す
る
に
足
る
士
庶
爾
阿
含
経
に
記
載
せ
ら
れ
て
を
る
こ
ご
に
よ
っ
て
怨
讐
す
る
こ
ご
が
識
寒
る
。

　
　
　
叢
に
燐
野
望
σ
q
p
・
捌
丘
属
劉
建
鄭
℃
席
門
ρ
は
前
示
し
た
六
師
外
滋
の
鳳
入
で
あ
っ
て
、
而
も
塵
詞
毘
羅
に
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
嘗
す
る
こ
ビ
は
ヤ
コ
ビ
（
ぼ
興
露
9
画
調
o
O
玄
）
敷
授
及
r
び
ビ
ュ
ー
ラ
ー
（
い
Ω
ボ
切
贈
ぼ
窪
）
博
士
の
論
讃
あ
っ

　
　
　
て
以
還
、
學
界
の
定
説
ご
な
っ
て
を
る
。
摩
詞
毘
羅
は
雪
避
（
℃
9
、
ε
語
で
は
甥
圃
鋤
勇
魚
翼
翼
簿
昏
趨
暮
酔
即
ご

　
　
　
欝
せ
ら
れ
梵
語
で
は
翼
搾
σ
q
§
黙
認
冒
鋒
覧
℃
び
曜
変
ご
呼
ば
れ
、
漢
謬
説
典
で
は
尼
乾
子
勲
4
3
提
子
（
落
謬
）
も

　
　
　
し
く
は
泥
健
連
他
物
提
弗
旭
羅
（
新
課
）
ε
膏
志
し
、
離
繋
親
子
ご
意
課
せ
ら
れ
て
を
る
○
ま
つ
離
繋

　
　
　
（
蜜
σ
q
お
笹
9
）
ビ
は
煩
懸
の
繋
縛
を
離
脆
す
る
意
昧
で
あ
っ
て
、
摩
詞
毘
羅
に
の
み
特
有
の
固
有
名
詞

　
　
　
で
は
な
く
、
丁
度
佛
俗
を
一
般
に
比
丘
（
譲
凱
雰
ざ
）
ご
呼
む
ρ
や
う
に
、
彼
の
敷
法
を
奉
持
す
る
識
家
に

　
　
　
饗
す
る
三
巴
で
あ
る
◎
次
に
親
子
ビ
は
親
ご
乏
く
る
家
族
の
子
こ
い
ふ
義
で
あ
る
が
、
誉
那
聖
典

　
　
　
に
示
さ
れ
て
を
る
彼
の
属
し
た
刹
帝
利
響
岩
身
麟
）
種
族
の
名
は
知
潔
ビ
い
ふ
意
義
を
有
す
る
冒
飾
蔓

　
　
　
　
　
　
萄

　
　
　
で
あ
っ
て
、
親
（
蓼
の
愚
昧
あ
る
冒
豊
で
は
な
い
◎
若
し
｝
惹
甑
が
彼
の
翼
の
族
名
で
あ
っ
だ
な
ら

　
　
　
球
譲
は
巴
隻
語
で
蜜
け
仁
山
醇
帥
欝
ざ
博
恐
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
・
琶
利
佛
典
で
は
翼
倒
け
ガ
僧
℃
．
無
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
至
当．
”
・
…
　
　
覧
凝
　
籔
驚
蓼
勲
遷
っ
竃
新
鋳
押
冨
譲
　
　
墾
．
撫



　
　
　
　
　
併
し
な
が
ら
，
摩
雲
叢
羅
め
族
名
を
若
提
（
甘
鷺
）
ε
傳
へ
だ
誉
那
聖
典
の
他
の
原
本
が
あ
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
は
兎
も
角
も
、
彼
は
刹
帝
利
種
に
属
す
る
若
提
家
一
生
れ
、
而
も
尼
乾

　
　
　
　
　
　
ε
欝
す
る
出
家
團
の
指
導
者
で
あ
っ
元
か
ら
、
騨
迦
（
Q
り
簿
凶
饗
）
族
に
生
れ
だ
愚
答
塵
（
O
O
鑓
鵠
属
）
系
の

　
　
　
　
　
　
佛
陀
が
繹
迦
子
受
答
塵
b
§
窪
し
。
箇
圃
身
昌
瓢
§
）
ε
呼
ば
れ
た
や
う
に
、
彼
も
亦
誉
那
聖
典
で
は
躍
…
噸

　
　
　
　
　
　
類
亀
町
事
序
慧
℃
葬
類
ご
記
さ
れ
、
巴
利
聖
興
で
は
累
蒔
雀
警
ρ
宏
豊
舅
鷲
簿
9
ご
傳
へ
ら
れ
π
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
然
ら
ば
佛
陀
ビ
二
言
毘
羅
ε
は
幾
年
間
同
時
生
存
を
貫
け
た
の
で
あ
ろ
か
ご
い
ふ
に
、
不
幸
に

　
　
　
　
　
　
し
て
爾
聖
の
年
代
が
精
確
に
決
定
さ
れ
て
る
な
い
か
ら
、
こ
の
問
題
に
示
し
て
明
瞭
な
解
答
を
提

　
　
　
　
　
　
霞
す
る
こ
ご
は
困
難
で
あ
る
Q
摩
詞
毘
羅
の
入
滅
に
記
す
る
誉
那
の
傳
説
に
は
二
種
あ
っ
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
の
一
は
西
紀
前
五
二
七
年
説
で
あ
り
、
他
は
同
四
六
七
年
説
で
あ
る
。
爾
説
共
に
西
暦
十
二
世
紀

　
　
　
　
　
　
…
以
後
の
資
料
に
塞
い
て
推
定
せ
ら
れ
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
後
説
の
如
き
は
西
暦
一
H
七
二
年

　
　
　
　
　
　
に
縦
し
た
へ
！
マ
チ
ヤ
ン
ド
ラ
（
鎮
2
舜
。
囲
襲
廷
邑
の
所
傳
に
慷
つ
淀
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
學
者

　
　
　
　
　
　
は
多
く
此
の
説
を
採
用
す
る
や
う
で
あ
る
。
併
し
若
し
現
今
東
西
學
界
の
定
説
ご
な
っ
て
を
る

　
　
　
　
　
　
や
う
に
、
佛
滅
年
代
を
颪
言
前
四
七
ご
一
四
入
五
年
に
畳
く
こ
ビ
が
正
し
い
ε
す
れ
ば
、
前
説
は
佛

吠
馨



　
　
　
　
　
陀
の
野
馬
以
前
若
し
く
は
黙
考
後
問
も
な
く
国
詞
毘
羅
が
入
滅
し
た
こ
ε
に
な
る
か
ら
、
佛
陀
ビ

　
　
　
　
　
彼
ご
の
幾
多
の
問
接
的
交
渉
に
關
す
る
佛
典
の
記
事
か
ら
槻
て
、
あ
ま
り
早
き
に
過
ぎ
、
後
弾
は
佛

　
　
　
　
　
陀
が
舎
野
村
（
も
α
帥
ヨ
即
σ
q
二
胡
拶
）
に
於
て
摩
詞
箆
羅
が
波
婆
で
入
滅
し
淀
こ
ご
を
聞
か
れ
淀
ε
い
ふ
確

　
　
　
　
　
實
な
佛
典
の
記
事
ご
衝
突
す
る
か
ら
、
あ
ま
り
に
黒
き
に
遇
ぎ
る
と
謂
は
ね
ば
な
ら
沁
。
誉
那
敷

　
　
　
　
　
徒
の
警
世
以
外
に
之
に
上
す
る
異
説
の
螢
展
さ
れ
π
も
の
も
急
く
な
い
。
そ
の
中
最
も
正
確
に

　
　
　
　
　
近
い
ご
思
は
れ
る
の
は
ヘ
ル
ン
レ
博
士
ハ
U
二
瓢
○
窪
瀞
）
の
見
解
で
あ
る
。
彼
は
蟻
掛
聖
典
バ
ガ
プ

　
　
　
　
　
ク
ィ
ー
・
ス
ー
ト
ラ
（
］
W
7
9
σ
q
ρ
く
鍛
鵠
も
り
帥
坤
戦
ρ
）
に
塵
詞
毘
羅
よ
り
も
十
六
年
前
の
彼
の
法
敵
末
伽
梨
僧
舎
羅

　
　
　
　
　
（
寓
舞
夢
巴
凶
O
o
ω
a
ρ
）
が
波
し
淀
ε
い
ふ
二
ε
～
、
そ
の
破
年
に
ク
エ
．
ヤ
（
〆
屈
ぐ
親
）
翻
ち
阿
草
世
（
飯
蓼
毬
㍗

　
　
　
　
　
け
讐
）
が
．
吠
舎
遼
の
王
チ
ェ
グ
ガ
（
Ω
二
業
σ
q
ρ
）
ご
異
常
な
露
骨
を
獲
ん
が
爲
に
干
犬
を
交
へ
た
ご
い
ふ

　
　
　
　
　
こ
ご
、
が
記
さ
れ
て
を
る
こ
ε
に
立
脚
し
て
、
こ
の
載
雫
は
阿
闇
世
が
王
位
に
登
っ
た
年
に
興
つ

　
　
　
　
　
・
た
に
違
ひ
な
い
ε
い
ふ
推
定
芝
、
樹
彼
が
父
王
多
野
婆
羅
（
圃
W
ぎ
び
闘
高
邑
を
餓
死
せ
し
め
π
の
は
彼
の

　
　
　
　
　
飾
位
後
聞
も
な
．
い
こ
ε
で
あ
っ
て
、
蒲
も
彼
の
父
王
逆
殺
は
佛
陀
入
滅
よ
わ
八
年
以
前
一
よ
ル
ン

　
　
　
　
　
　
レ
搏
士
は
佛
滅
年
代
ε
し
て
現
今
實
際
上
正
確
な
も
の
ε
し
て
西
紀
前
四
八
二
年
説
を
蘇
る
一

・
．
、
謬
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奪
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w
濾
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課
等

羅
驚
懸
質
権
蓬
蜜
繋
あ
る
．
巴
利
善
誘
笹
葉
轄
る
輩
馨
る
藁
鰐

　
　
　
　
　
し
へ
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
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セ
セ
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セ

　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
箆
鷺
は
、
佛
陀
ビ
揚
婆
二
二
（
り
塞
費
9
こ
の
離
反
の
事
實
を
知
っ
て
み
だ
ら
し
い
。
佛
険
が
王
含

　
城
の
竹
林
園
（
＜
魯
宅
§
簿
）
に
住
せ
ら
れ
だ
時
、
阿
婆
耶
王
子
（
》
暮
超
㍗
＆
鋳
二
隠
里
3
が
尼
乾
子
若
提
子

　
師
ち
摩
詞
毘
羅
を
訪
問
し
て
、
彼
よ
り
「
爾
も
し
沙
門
羅
曇
（
ω
黛
箋
翠
○
○
繋
属
）
を
論
破
せ
ば
、
名
聲
を

　
得
る
だ
ら
う
」
宣
告
げ
ら
れ
、
且
彼
に
先
づ
「
汝
は
他
人
に
荒
い
忌
は
し
い
言
葉
を
用
み
る
か
」
ε
問

　
へ
、
若
し
彼
が
之
を
肯
定
せ
ぱ
．
彼
ビ
他
入
ε
の
問
に
如
何
な
る
相
違
あ
る
か
を
問
へ
、
然
し
若
し
彼

　
の
返
固
が
否
定
で
あ
っ
た
な
ら
ば
何
故
に
彼
が
「
提
婆
蓬
多
は
臨
写
に
懸
む
嚢
で
あ
る
、
提
婆
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
紛

　
多
は
地
獄
で
苦
む
春
で
あ
る
、
提
婆
逡
多
は
長
時
の
沈
論
者
で
あ
る
、
提
婆
蓮
多
は
救
ふ
べ
か
ら
ざ

　
る
者
で
あ
る
。
」
（
碧
酵
障
o
U
O
奏
留
窪
P
鷺
の
舜
団
鱒
◎
b
の
く
欝
審
欝
。
顎
汽
簿
電
暮
停
O
O
o
奏
費
湾
P
㌶
o
ご
8
財
o
O
o
毒
費
簿
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇒

　
ビ
い
ふ
言
葉
を
用
み
る
か
、
そ
の
理
学
を
詰
れ
ご
敷
へ
ら
れ
π
ε
傳
へ
ら
れ
て
を
る
。
之
に
由
つ

　
て
観
る
ご
、
摩
訂
毘
羅
は
提
馬
韓
多
が
佛
陀
の
赫
々
た
る
名
灘
ご
繕
大
な
勢
力
ご
に
封
ず
る
猜
忌

　
の
情
か
ら
、
佛
陀
に
饗
し
て
敵
意
を
抱
き
、
阿
閣
世
王
の
後
事
に
よ
っ
て
、
或
は
禽
ら
佛
陀
に
代
っ
て

　
比
丘
衆
の
首
領
だ
ら
ん
ε
企
て
、
、
佛
陀
の
嬢
斥
を
蒙
り
、
或
は
再
三
佛
陀
の
生
命
を
奪
は
ん
ご
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
一

　
て
果
さ
す
、
佛
陀
に
よ
っ
て
堕
地
獄
者
ε
呼
ば
れ
た
零
墨
を
知
悉
し
て
み
だ
に
蓮
ひ
な
い
。
謝
し



　
　
　
　
　
て
提
婆
達
多
に
よ
っ
て
惹
起
せ
ら
れ
た
佛
野
盗
囲
丙
の
分
裂
紛
織
は
阿
字
世
が
登
極
、
し
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
父
王
頻
繁
娑
羅
を
斌
し
た
前
後
か
ら
始
つ
た
の
で
あ
っ
て
、
佛
陀
は
此
時
七
十
二
歳
の
高
齢
に
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
し
て
を
ら
れ
π
の
で
め
る
。
故
に
摩
討
毘
羅
は
密
陀
の
七
十
二
歳
か
ら
入
十
歳
に
至
っ
て
入
滅

　
　
　
　
　
せ
ら
れ
た
八
ヶ
年
の
賜
に
残
し
泥
ご
側
位
せ
ね
ば
な
ら
澱
か
ら
、
前
者
の
建
立
は
後
者
の
そ
れ
よ

　
　
　
　
　
）
入
食
以
上
遡
る
こ
ご
は
断
じ
て
家
鼠
な
い
。
　
ヘ
ル
ン
ン
博
士
は
摩
詞
毘
羅
の
宿
年
を
佛
滅
二

　
　
　
　
　
年
前
に
幽
い
た
が
、
之
は
佛
滅
年
代
を
画
紀
前
四
八
二
年
ビ
想
定
し
た
上
の
見
解
で
あ
る
か
ら
、
勿

　
　
　
　
　
論
蟻
封
的
確
實
性
を
有
し
て
を
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
共
、
黄
蓮
の
事
情
を
綜
合
し
て
考
へ
る
ご
、

　
　
　
　
　
彼
の
説
は
歴
史
的
に
観
て
正
確
に
近
い
ビ
言
は
ね
ば
な
ら
漁
。
誉
那
の
カ
ル
パ
・
ス
ー
ト
ラ
（
鑓
巴
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
却

　
　
　
　
　
ω
琴
・
∀
一
四
七
に
從
ふ
ご
、
塵
介
立
羅
は
三
十
年
聞
家
主
ビ
し
て
生
活
し
、
ナ
ニ
年
以
入
賞
完
全
の

　
　
　
　
　
奇
態
に
て
邊
り
、
三
十
年
未
浦
の
歳
月
を
濁
在
者
（
剛
（
①
く
9
一
τ
μ
）
こ
し
て
楽
し
、
法
藺
四
十
二
年
、
総
じ
て
七

　
　
　
　
　
十
二
年
生
存
し
た
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
か
ら
，
三
十
五
歳
で
成
卜
し
、
爾
後
直
ち
に
縛
滋
事
業
に
着

　
　
　
　
　
手
せ
ら
れ
た
佛
陀
は
康
詞
毘
羅
よ
り
も
十
年
許
り
早
く
魁
會
鮪
活
鋤
を
瀕
始
せ
ら
れ
た
こ
ε
に
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摯
斧
剛
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↓
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・
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よ
騨
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華
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梵
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．
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瓦
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＋
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伽
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．
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岡
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℃
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翠
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℃
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．
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轡
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囲
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熱
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三
二
に
に
「
鳳
雑
親
子
即
製
熱
血
、
墓
波
想
幽
、
以
此
悪
澄
、
馨
便
命
終
し
ミ
記
し
て
あ
る
が
、
巴
利
原
本
に
に
只
吐
血
の
こ
ミ
の
み
な
憾
へ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
終
に
醐
マ
ろ
認
纂
が
撒
け
て
脳
ろ
。
命
終
の
こ
亡
に
勿
論
、
吐
血
の
こ
ぜ
も
充
分
疑
ふ
蝕
地
の
あ
る
藤
島
で
に
あ
ろ
が
、
巴
漢
爾
本
に
見
え
て
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
詑
事
で
あ
る
か
ら
、
今
資
料
碧
し
て
探
写
し
糞
の
で
あ
る
。
田
露
原
丈
に
次
の
や
う
に
寵
さ
れ
て
を
ろ
。
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嘱
早
昌
嘗
3
図
劃
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”
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Q
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輿
り
く
。
野
図
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目
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や
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頃
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ゆ
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コ
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◎
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麟
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凱
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卿
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凶
g
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「
H
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二
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（
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ノ
イ
マ
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乗
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名
題
登
6
U
o
話
象
鴬
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尋
N
嵩
Φ
鼻
。
鐙
。
簿
］
）
‘
。
語
省
け
8
定
諏
し
て
た
る
が
、
こ
の
揚
舎
之
で
に
意
義
が
懸
じ
な
い
。
同
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寓
し
失
居
ろ
や
う
に
雌
の
場
合
囲
P
論
衡
誓
O
に
ω
轟
§
…
嶺
露
（
＜
．
鴇
ω
い
蜜
H
u
い
馬
脚
◎
弓
α
9
）
に
見
え
て
な
る
弓
蔵
嚇
簿
◎
の
野
川
の
意
味
に
取
る

．続宝



黙

鶴
鍵

　
方
が
病
名
で
あ
ら
う
（
窯
。
§
碧
ρ
O
げ
力
巳
窪
○
。
門
々
ヨ
。
ご
d
蝕
（
ジ
幽
切
≧
創
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”
Q
。
．
。
。
。
。
り
ま
O
し
Q
故
に
余
に
之
な
節
も
影
欝
ぎ
定
魏
て
謬
し
糞

　
の
で
あ
る
。

（
二
）
竃
＆
三
郎
亭
峯
写
図
9
蝋
。
。
陣
≧
）
｝
羅
誘
六
甲
篇
岡
多
挙
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。
β
碁
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（
や
の
〆
ρ
＜
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嗣
．
が
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＜
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寛
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簿
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謂
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σ
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一
爵
】
、
℃
・
囮
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。
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◎
Q
り
ζ
づ
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轡
こ
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ピ
客
×
噂
蟹
勺
．
い
雛
…
農
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（
薫
）
凝
．
図
。
巴
り
窯
寡
二
a
o
h
ぎ
象
p
昌
切
a
亀
量
罎
u
頴
ω
◎
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．

（
滅
）
Q
Q
．
蝉
彰
り
く
。
ピ
姪
朔
H
が
℃
●
a
O
●

幽
四

　
前
点
し
た
や
う
に
、
摩
詞
毘
羅
の
傳
湛
開
始
は
佛
陀
の
そ
れ
よ
り
も
約
十
年
点
れ
た
け
れ
丑
ハ
彼

の
三
十
年
間
の
活
動
に
よ
っ
て
、
拘
薩
羅
・
章
提
波
（
≦
声
繕
巴
煙
掲
陀
及
び
溢
血
（
》
茜
ρ
）
な
ざ
、
現
今
の

オ
ウ
ー
3
（
○
鼠
ε
及
び
西
方
ベ
ン
ガ
ル
（
羅
お
昌
に
於
け
る
ラ
、
ル
フ
。
ト
（
齪
二
色
並
に
ビ
ハ
ー
川

（
面
隠
簿
）
諸
州
に
敷
勢
を
布
殖
鑛
溢
し
て
．
佛
陀
に
取
っ
て
も
最
も
怖
る
べ
き
法
敵
こ
な
っ
た
。
摩

詞
毘
羅
が
鶯
伽
の
主
導
鷹
波
（
Ω
説
き
℃
3
章
提
波
建
暦
の
ミ
テ
ィ
ラ
ー
（
≦
量
露
）
拘
薩
羅
の
主
婦
含
衛

城
受
の
他
達
ビ
し
て
破
の
郷
土
の
雑
慮
含
量
及
び
摩
痴
話
の
痴
話
王
含
城
に
於
て
雨
期
・
濾
過
し

、
汰
、

・
”
㌦
予

鵯
鎌

．
篠
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窓
マ
e
e
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〆
、
、
．
ご
　
　
・
二
　
雰
乳
て
、
ざ
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
の
中
に
離
車
（
ご
8
ぎ
く
剛
）
族
の
學
織
あ
る
王
子
隅
婆
耶
（
〉
び
ぎ
滋
）
空
揚
陀
醒
王
頻
箆
娑
羅
の
童
子
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
誉
那
激
團
首
領
株
の
…
入
で
あ
っ
た
同
名
の
岡
婆
廓
，
墜
掲
陀
幽
王
の
出
納
官
窃
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犠
岳
の
家
族
に
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生
れ
た
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性
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タ
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銭
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供
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護
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ま

　
　
　
　
タ
ラ
ー
（
裳
ρ
鼠
暮
鍵
鮎
）
、
含
衛
城
の
議
員
の
家
族
で
あ
っ
た
ア
ッ
ジ
ュ
ナ
（
〉
㎞
㎞
§
ρ
）
、
含
衡
城
の
毘
長
潮
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
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も

　
　
　
　
る
、
・
、
ガ
ー
ラ
（
ソ
向
…
σ
q
簿
ρ
）
，
及
び
吠
公
籏
城
の
警
巡
法
に
長
ぜ
る
雄
蕊
家
テ
シ
チ
ャ
ヵ
（
ω
8
α
舞
p
）
な
ご
、
當

　
　
　
　
時
の
交
婚
勉
曾
に
於
け
る
各
力
面
の
麿
力
者
が
を
る
。
斯
く
の
如
く
、
彼
は
王
難
野
飼
衛
城
吠
舎

　
　
　
　
離
城
な
ざ
の
新
女
∵
化
の
中
心
地
た
る
都
市
に
於
て
有
力
な
信
徒
を
獲
た
ば
か
り
で
な
く
、
讐
文
化

　
　
　
　
の
本
源
地
だ
る
倶
慮
地
方
の
婆
羅
門
に
ま
で
も
そ
の
威
化
を
輿
へ
た
の
で
あ
る
。
就
中
彼
は
離

　
　
　
　
車
族
の
閥
に
深
く
根
ざ
せ
る
勢
力
む
嬢
毒
し
だ
の
で
あ
っ
て
、
現
に
彼
の
露
依
者
の
中
に
は
吠
舎

　
　
　
　
麗
に
曾
て
最
高
地
位
を
占
め
て
み
た
人
々
が
あ
っ
た
。
巴
利
律
本
に
依
る
ご
、
離
車
族
の
絡
大
將

　
　
　
　
た
る
シ
ー
ハ
（
し
ら
同
ぎ
）
も
亦
元
彼
の
儒
者
で
あ
っ
た
Q

　
　
　
　
　
或
臼
有
力
な
離
車
族
の
多
歎
が
吠
舎
還
の
議
事
堂
（
O
a
鈴
馨
蜜
σ
Q
鍵
ρ
）
に
集
っ
て
頻
り
に
佛
法
僧
の

　
　
　
　
三
賓
を
讃
歎
し
て
み
だ
の
を
聞
い
た
シ
ー
ハ
將
軍
は
、
か
く
有
力
な
彼
等
が
共
に
三
賓
を
讃
歎
す



　
　
　
　
る
か
ら
に
は
，
そ
の
領
主
沙
彌
擁
曇
は
翼
の
佛
陀
阿
羅
漢
で
あ
る
に
蓮
ひ
な
い
ビ
考
へ
、
そ
の
師
尼

　
　
　
　
隠
子
若
提
子
の
止
む
る
を
も
雛
か
す
、
途
に
佛
陀
を
訪
ひ
，
そ
の
三
囲
に
浴
し
て
、
佛
漱
信
者
こ
な
つ

　
　
　
　
泥
の
で
あ
る
。
け
れ
共
、
當
時
吠
舎
彊
に
於
け
る
摩
詞
箆
鷺
の
信
徒
の
籔
が
甚
だ
多
く
あ
っ
π
こ

　
　
　
　
ご
は
、
シ
二
四
將
軍
が
露
佛
後
、
佛
陀
及
び
比
丘
衆
を
そ
の
邸
宅
に
招
待
し
て
、
彼
等
に
供
養
す
る
爲

　
　
　
　
に
市
場
か
ら
肉
を
取
寄
せ
た
断
が
、
多
数
の
尼
聖
子
の
從
は
吠
含
難
城
内
劉
る
駈
の
街
備
で
、
腕
を

　
　
　
　
張
り
つ
、
、
「
今
臼
シ
ー
ハ
將
軍
は
大
な
牡
牛
を
屠
っ
て
、
沙
門
難
曇
の
爲
に
食
を
設
け
た
、
沙
門
難

　
　
　
　
曇
は
此
の
穂
鷲
の
爲
に
殼
さ
れ
た
鋤
物
の
肉
を
思
う
な
が
ら
食
ふ
て
を
る
。
そ
れ
で
彼
は
事
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

　
　
　
　
上
盤
ハ
の
業
、
動
物
穀
害
）
の
作
潔
こ
な
っ
た
。
」
と
尊
び
廻
つ
淀
こ
い
ふ
こ
ご
に
依
っ
て
想
像
す
る
こ

　
　
　
　
定
が
出
摩
る
。
固
よ
う
シ
ー
ハ
特
軍
は
彼
等
尼
呼
子
の
徒
の
佛
陀
に
勤
す
る
嫉
妬
か
ら
放
つ
た

　
　
　
　
斯
憾
謹
謳
に
よ
っ
て
心
勲
か
さ
れ
る
こ
ご
な
く
、
篤
く
佛
陀
に
奉
仕
し
た
の
で
あ
る
が
、
叢
に
特
に

　
　
　
　
吾
人
の
注
意
す
べ
き
こ
ご
は
、
三
時
吠
含
覆
に
於
け
る
尼
乾
子
の
徒
が
シ
ー
ハ
の
如
き
顯
要
の
地

　
　
　
　
位
に
あ
る
大
入
物
に
反
抗
す
る
に
足
る
努
力
を
有
し
て
み
た
こ
ご
で
あ
る
Q
蒲
し
て
彼
が
佛
陀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
　
　
　
　
に
灘
依
も
元
の
は
佛
陀
が
最
後
に
吠
含
覆
を
訪
問
せ
ら
れ
た
晴
で
あ
っ
て
、
此
の
事
實
藩
襯
陀
が



　
　
　
　
　
ゐ
で
佛
陀
を
訪
問
し
、
彼
等
の
面
前
で
哲
學
的
論
議
の
排
載
を
試
み
る
ほ
ざ
の
勇
氣
の
あ
駆
っ
た
駈

　
　
　
　
　
か
ら
槻
察
し
て
も
、
吠
含
離
が
佛
敷
冠
誉
那
敷
こ
の
接
窪
地
で
あ
っ
て
、
而
も
摩
詞
鍵
羅
が
佛
陀
よ

　
　
　
　
　
り
も
早
く
離
魚
族
の
問
に
数
化
を
布
き
、
大
成
功
を
途
げ
て
る
た
こ
ご
が
劉
る
。

　
　
　
　
　
　
以
上
は
摩
詞
毘
羅
の
熱
川
力
の
・
職
質
地
元
る
吠
含
離
に
就
い
て
、
佛
蹴
ハ
に
於
け
る
記
鎌
に
基
い
て

　
　
　
　
　
論
じ
だ
の
で
あ
る
が
、
彼
の
藪
化
が
當
時
の
新
興
國
の
新
し
い
都
市
へ
著
し
く
行
渉
っ
て
み
た
こ

　
　
　
　
　
ご
は
重
ね
て
言
ふ
を
須
み
な
い
。
彼
は
佛
陀
ε
罰
じ
く
先
づ
立
時
の
富
豪
階
級
及
び
貴
族
就
會

　
　
　
　
　
へ
布
激
し
た
。
從
っ
て
彼
の
蹄
依
者
後
援
者
の
中
に
は
王
族
が
輝
く
な
か
つ
π
。
興
銀
敷
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
大
分
派
た
る
塞
衣
涙
（
蛍
σ
Q
麟
営
ぴ
重
工
）
及
び
臼
衣
派
（
ω
く
①
銭
ヨ
げ
鍵
9
）
の
樹
齢
に
は
、
彼
が
訪
算
し
だ
王
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
來
げ
、
章
提
二
王
チ
ェ
タ
カ
（
O
・
鼠
色
が
彼
の
敷
面
の
保
護
者
こ
な
も
、
鷲
伽
王
の
ク
ニ
ヵ
（
囚
望
且
訂
）

　
　
　
　
　
が
彼
に
最
も
郷
重
な
激
迎
の
意
を
表
し
、
僑
賞
彌
（
因
。
び
ρ
ヨ
ぼ
）
の
王
サ
タ
ー
ニ
カ
窃
簿
貯
律
ρ
）
は
彼
を

　
　
　
　
　
屈
講
し
て
法
を
聴
き
、
激
喜
し
て
途
に
彼
の
敷
團
に
入
り
、
王
含
城
の
頻
毘
婆
羅
王
も
亦
彼
に
よ
り

　
　
　
　
　
て
多
く
の
信
仰
上
の
問
題
を
十
全
に
解
答
せ
ら
．
れ
て
、
彼
の
露
依
者
に
な
つ
だ
ざ
い
ふ
こ
ご
が
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
げ
ら
れ
て
を
る
。
併
し
彼
の
戴
化
は
蕾
に
上
流
赴
會
に
の
み
限
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
般
民
衆



燃
鍵

　
の
問
に
も
徹
底
し
て
ゐ
π
こ
ε
は
、
尼
思
子
で
な
い
外
壁
の
徒
輩
が
奪
敬
を
彿
は
れ
ん
が
た
め
に
、

　
尼
削
子
を
模
し
て
裸
形
で
遊
行
し
た
ε
い
ふ
こ
ご
、
及
び
か
く
身
膿
を
露
幽
す
る
が
た
め
に
民
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
一

　
は
尼
乾
煎
の
聖
潜
こ
し
て
彼
等
を
鱒
崇
し
た
ご
い
ふ
こ
ご
に
依
っ
て
推
知
し
得
る
。
何
こ
な
れ

　
は
、
若
し
摩
詞
毘
羅
の
敷
團
が
當
時
の
野
卑
の
上
下
を
通
じ
て
重
き
を
な
し
て
み
な
か
っ
た
な
ら

　
ば
斯
る
模
傲
の
意
義
を
解
す
る
こ
ざ
が
出
家
な
い
か
ら
で
あ
る
。
カ
ル
づ
ス
ー
ト
ラ
（
一
三
四
一

　
七
）
に
從
ふ
ビ
、
塵
詞
毘
羅
が
入
滅
し
た
時
に
は
イ
ン
ド
ラ
ブ
ー
タ
ィ
（
回
置
戸
血
「
9
一
）
團
回
⇔
紳
｛
）
を
上
首
ε
せ
る

　
一
三
四
千
の
沙
門
ご
チ
ャ
ン
ダ
ナ
ー
（
○
謬
畠
猛
）
を
上
首
ご
せ
る
三
萬
六
千
の
比
丘
尼
ご
霧
夢
ヤ
ン

　
　
　
　
　
　
ヘ

　
カ
シ
ャ
タ
カ
含
9
凱
岳
詠
9
鍵
ξ
）
を
首
領
ざ
せ
る
十
五
萬
九
千
の
優
婆
塞
ビ
ス
う
ず
一
（
し
り
包
霧
箇
）
及
び
レ

　
ー
ヴ
ク
ィ
ー
（
労
。
く
勲
q
）
を
首
領
ご
せ
る
選
入
萬
の
優
婆
夷
こ
よ
り
成
る
奮
然
た
る
一
大
敷
團
が
確

　
立
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

　
　
然
ら
ば
、
塵
詞
毘
羅
が
三
十
年
の
活
動
に
よ
っ
て
斯
る
四
大
な
敷
團
を
組
織
し
た
原
因
は
何
で

　
あ
っ
た
ら
う
か
。
固
よ
）
彼
の
偉
大
な
怨
讐
的
戚
化
が
そ
の
主
な
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
π
に
は

　
蓮
ひ
な
い
が
、
彼
の
事
業
を
戒
饗
せ
し
む
る
に
都
合
の
好
い
色
々
の
事
惰
の
存
し
て
ゐ
衣
こ
ご
が
、

灘
勇
あ
η
た
．
、
ε
を
墾
鞍
蟻
ち
蒐

　　

@　

末
ｶ
糧
／
　
　
　
　
．
難
．
獣
畜
灘
響
　
馨
、
犠
聾



灘
、
へ

讐
客
演
案
誰
繕
繕
貯
∴

竈
驚
紅
惣
恩
寵
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護

．
霧
黒
劇
毒
叢
叢
係
を
有
し
て
ゐ
弩
・
　
き
に
畢
げ
た
チ
・
タ
圭
も
頻
毘
娑
羅
王
も
阿
闇
世

　
　
　
　
　
　
威
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
る
有
力
な
王
族
を
背
景
こ
し
て
立
つ
た
彼
・
ぽ
當
時
・

　
王
も
讐
彼
の
母
系
の
親
族
で
あ
っ
た
心

　
の
諸
王
族
を
始
め
ご
し
て
一
般
庶
民
か
ら
奪
敬
を
沸
は
れ
た
か
ら
、
貴
族
証
會
に
甥
す
る
敷
化
は

　
い
ふ
に
及
ば
す
、
民
衆
に
欝
す
る
宣
階
上
多
大
の
便
利
を
得
た
こ
ε
は
疑
ひ
を
容
れ
な
い
。
次
に

　
彼
の
成
功
を
助
け
た
他
の
事
情
は
、
彼
の
宗
激
蓮
勤
紅
饗
す
る
準
備
が
夙
に
施
さ
れ
て
み
た
こ
ご

　
で
あ
る
。
彼
は
佛
陀
の
動
き
新
宗
藪
の
閥
鵜
で
は
な
く
て
、
警
急
的
に
言
へ
ば
、
パ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
（
や

　
碧
勢
・
p
）
の
宗
敢
の
大
手
者
で
あ
っ
た
。
誉
那
敷
の
暴
説
に
依
れ
ば
、
バ
ー
ル
シ
ユ
ヴ
は
第
二
十
三
代
．

　
の
豫
言
濤
（
の
『
回
騰
酔
一
口
欝
ひ
一
（
留
厭
騨
）
で
あ
っ
て
、
第
二
十
四
代
の
最
後
の
豫
言
者
だ
る
摩
討
毘
羅
よ
も
二
一
百
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諭

　
十
年
以
前
に
入
滅
し
元
ご
い
は
れ
て
を
る
Q
こ
の
年
数
の
信
用
し
難
い
こ
ε
は
言
ふ
ま
で
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
く
、
且
又
メ
亨
川
シ
ュ
ヴ
以
前
の
在
野
者
も
歴
史
的
人
物
ビ
蒋
微
し
難
い
が
、
バ
ー
戸
シ
ュ
ヴ
の
實

　
在
し
て
み
た
こ
ビ
は
多
く
の
學
濤
の
認
む
る
夙
で
あ
っ
て
、
殊
に
ヤ
コ
ゼ
巌
授
の
如
き
は
佛
陀
時

　
代
に
パ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
の
弟
子
が
實
際
存
在
し
た
こ
ご
、
及
び
尼
乾
子
は
佛
陀
の
生
涯
中
に
設
立
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
れ
た
宗
涙
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
う
前
に
成
立
し
て
ゐ
π
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
主
張
し
て
を
る
。
若

　
し
果
し
て
然
り
こ
す
れ
ば
、
半
焼
磨
羅
の
敷
説
中
最
も
大
切
な
五
戒
即
ち
不
殺
・
眞
實
・
丁
寧
・
曳
行
・
無

雛孤



　
　
　
　
著
の
大
部
分
、
詳
し
く
言
へ
ば
、
梵
行
を
省
い
た
籐
の
四
戒
は
、
．
ハ
ザ
ル
シ
ュ
ヴ
に
よ
り
て
夙
に
宣
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
せ
ら
れ
て
る
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
書
那
激
義
の
一
特
色
た
る
命
（
唱
ぐ
9
）
の
思
想
が
佛
陀
當
附
す

　
　
　
　
で
に
一
般
民
衆
の
間
に
欧
込
ま
れ
て
み
た
ご
潤
る
べ
き
理
由
が
あ
る
。
巴
利
電
燈
の
所
傳
に
依

　
　
　
　
る
ビ
、
佛
陀
が
ベ
ナ
レ
ス
（
副
W
O
峯
簿
榊
．
¢
も
貸
）
に
汚
せ
ら
れ
た
時
、
不
法
の
實
行
者
で
屡
々
佛
陀
を
煩
は
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
六
入
組
比
丘
衆
（
Ω
影
び
σ
お
賦
る
響
詮
く
げ
諏
）
が
佛
離
に
よ
っ
て
穿
つ
こ
ε
を
禁
止
せ
ら
れ
た
木
製
靴

　
　
　
　
の
代
う
に
帯
解
（
翁
ε
の
葉
で
造
ら
れ
下
野
を
着
け
た
こ
こ
ろ
が
、
若
い
四
望
樹
が
鮎
死
し
だ
も
の

　
　
　
　
で
あ
る
か
ら
、
民
衆
は
植
物
の
生
命
（
鴇
く
9
）
を
鉄
壊
す
る
比
丘
衆
に
饗
し
て
不
李
を
放
ち
憤
怒
を
燃

　
　
　
　
し
た
、
そ
れ
故
「
佛
陀
は
比
丘
衆
に
費
し
て
、
民
衆
は
樹
木
に
生
命
が
宿
っ
て
を
る
ご
信
じ
て
を
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
ら
ご
い
ふ
理
覇
で
、
若
い
綜
欄
の
葉
を
…
以
て
靴
を
造
る
こ
ご
を
禁
ぜ
ら
れ
た
σ
　
滋
に
吾
入
の
漣
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
モ
ヴ

　
　
　
　
す
べ
き
こ
ご
は
、
當
時
の
人
々
が
一
般
に
．
樹
木
に
命
の
存
す
る
こ
ご
を
信
じ
て
み
た
瓢
で
あ
る
ゆ

　
　
　
　
後
に
詳
説
す
る
が
、
原
始
誉
冊
数
に
於
け
る
命
の
思
想
は
増
々
の
生
物
の
中
に
存
す
る
生
命
ご
い

　
　
　
　
ふ
三
昧
を
級
祇
．
ざ
し
て
、
鞘
實
膿
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
面
に
於
て
永
劫
不
滅
の
露
ご
同
意

　
　
　
　
義
に
用
ゐ
ら
れ
た
が
、
他
年
に
於
て
五
戴
富
を
有
す
る
も
の
は
言
，
講
き
誌
で
も
な
く
、
所
謂
一
塩
官
の

三
三
　
　
≦
　
　
　
、
，
、
嘩
瑠
壌
魂
砺
活
論
鶉
影
響
礁
ご
鍛
、
団
．

・
購
灘
難
一
灘
凝
総
警
　
滋
藤
瀦
磁
瀦
噴
毒
で
噺
．
麟
麟
鷲
懸



　
　
　
　
於
け
る
我
（
》
欝
零
）
の
思
想
が
無
知
階
級
の
間
に
萢
俗
化
す
れ
ば
、
容
易
に
駿
生
し
得
べ
き
性
質
の

　
　
　
　
も
の
で
あ
り
、
假
倉
奥
義
書
の
思
想
系
統
を
離
れ
て
も
、
民
聞
信
仰
こ
し
て
資
ら
濁
馴
し
て
興
り
得

　
　
　
　
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
當
時
一
般
に
信
ぜ
ら
れ
て
る
沈
此
の
患
想
は
專
ら
工
専
箆
羅
の
景
象
に

　
　
　
　
よ
っ
て
醗
成
さ
れ
た
も
の
ご
麟
位
す
る
こ
ε
は
鵠
來
な
い
け
れ
共
、
彼
の
先
駈
者
た
る
パ
ー
ル
シ
ュ

　
　
　
　
プ
以
來
尼
空
子
の
徒
の
活
動
に
よ
っ
て
民
間
に
植
付
ら
れ
だ
も
の
ご
槻
て
よ
か
ら
う
◎
そ
の
由

　
　
　
　
來
は
兎
も
角
も
、
か
、
る
信
仰
が
民
間
に
流
布
し
て
み
た
こ
ご
は
、
塵
愚
亭
羅
の
布
激
上
非
常
な
便

　
　
　
　
猛
が
あ
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
爾
一
つ
塵
詞
毘
羅
が
當
時
斌
會
の
上
下
を
通
じ
て
叡
迎
せ
ら
れ
だ

　
　
　
　
所
以
は
彼
の
熱
心
に
力
説
圭
張
し
だ
不
殺
（
舷
鳶
｝
ω
9
）
の
敢
誠
に
在
っ
た
ご
思
は
れ
る
。
勿
論
、
婆
羅

　
　
　
　
門
敷
も
立
野
も
共
に
不
殺
生
戒
を
購
い
だ
け
れ
共
、
算
氏
箆
羅
の
巌
正
に
し
て
熟
誠
な
態
度
に
は

　
　
　
　
及
ば
な
か
つ
だ
。
實
際
、
外
面
的
に
は
摩
詞
毘
羅
の
宗
敷
は
忙
殺
ご
苦
行
ざ
の
實
行
を
生
命
ビ
す

　
　
　
　
る
も
の
、
や
う
に
見
え
た
で
あ
ら
う
。
大
繭
生
物
を
殺
害
せ
な
い
ε
い
ふ
仁
心
の
う
ち
に
は
、
慈

　
　
　
　
愛
ゆ
だ
か
な
氣
分
が
濃
っ
て
を
る
。
か
～
る
物
や
さ
し
い
宗
敷
的
情
操
は
盛
時
職
雲
を
以
て
覆

　
　
　
　
は
れ
、
増
え
す
惨
憺
だ
る
流
血
に
脅
や
か
さ
れ
て
る
淀
東
部
印
度
の
人
心
を
ひ
き
つ
け
た
こ
ご
は



難
、
・
－
・

疑
ひ
を
容
れ
な
い
。
佛
陀
出
世
よ
り
少
し
く
以
前
に
所
謂
中
蓋
（
ソ
、
ε
旨
欝
騨
u
Φ
緻
）
に
制
御
し
て
ゐ

旋
十
六
大
國
（
ω
o
隔
器
鋤
鷺
鋤
罫
4
、
磐
竜
熱
望
は
、
佛
陀
時
代
に
至
る
ご
其
の
政
治
的
勢
力
に
鍵
化
を
摩
し
て
、

迦
戸
（
姿
巴
は
桐
薩
羅
に
征
服
せ
ら
れ
、
鶯
伽
は
摩
掲
陀
に
併
呑
せ
ら
れ
、
雑
説
迦
（
》
塁
色
は
縄
帝

（
》
毒
暮
ご
に
從
画
し
、
摩
掲
陀
・
拘
薩
羅
・
小
異
（
＜
p
信
・
・
ヨ
く
暮
終
）
及
び
纒
帝
の
四
大
新
興
國
が
政
治
界
の

中
心
勢
力
ε
な
り
、
縛
帝
の
波
羅
殊
提
（
Ω
類
呂
㌣
℃
鎚
身
象
9
）
、
墜
彌
の
無
毒
延
那
（
¢
費
葛
毒
）
、
拘
薩
羅
の

波
斯
匿
（
圃
、
霧
○
舞
＆
並
に
そ
の
王
子
．
芥
ヅ
ー
グ
バ
（
≦
費
雷
び
冨
）
及
び
摩
掲
陀
の
頻
毘
娑
羅
並
に
そ
の

王
子
斜
面
澄
等
は
塵
阿
毘
羅
及
び
愛
心
ご
同
時
代
の
王
で
あ
っ
て
、
彼
等
諸
王
は
互
に
婚
姻
政
策

を
以
て
同
盟
を
結
び
、
そ
れ
が
爲
却
っ
て
繁
く
．
戦
錦
を
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
等
爾

聖
の
晴
代
は
印
度
の
政
治
的
勢
力
の
命
乞
時
代
で
あ
っ
だ
か
ら
、
新
興
國
の
割
振
し
て
み
た
東
部

は
晦
冥
の
巷
ε
な
つ
π
の
で
あ
る
。
か
〉
る
殺
伐
な
生
活
に
幅
ま
さ
れ
、
流
血
の
惨
を
厭
ふ
て
る

淀
東
部
の
民
衆
に
取
っ
て
は
、
摩
面
諭
羅
の
嚴
正
な
微
霜
崩
不
殺
の
玉
壷
は
無
上
の
無
音
で
あ
っ

π
こ
ビ
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
こ
れ
が
彼
の
宗
敷
蓮
動
の
成
功
し
淀
圭
な
原
因
の
一
つ
で

あ
っ
旋
。鞍
．
三
三
，
賛
3
臼
．
婆
毒
一
叢
記
鷲
町
遷
、
レ

　
　
　
　
　
　
潔
鷲
灘
㌶
鷺
翁
鳶
∴
三
三
罷
ひ
　
　
r
＼
紅
．
謎
冠
／
二
葱
舞
幡
　
　
馨

｛
み
轡



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
．
〈
腿
）
岡
上
、
辱
》
鴇
幾
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瓢
）
憎
。
陰
p
ぎ
μ
。
陰
。
晦
簿
。
凋
”
識
鴇
綴
嘉
日
α
窪
珍
噛
質
u
り
㎝
出
き
。
・
o
団
醇
甥
。
切
禁
野
嵩
欝
℃
鄭
臨
冨
び
。
貸
げ
同
旨
●
日
・
o
Q
」
拶
◎
o
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
穴
）
U
甥
鑓
彰
ヨ
”
唱
p
鳥
ゆ
犠
μ
”
一
β
誕
費
P
≦
・
ゆ
鋒
門
出
扇
嚢
】
戸
紹
・
（
ダ
聲
◎
。
c
＜
。
囲
が
朝
岡
酬
℃
浅
い
。
。
鼻
塗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
儀
鳥
山
匿
ω
陣
醇
ぐ
診
㈹
費
篤
辞
貯
・
ぴ
騰
切
登
栂
簿
u
二
”
ヨ
ρ
（
議
．
P
の
◎
”
＜
o
溜
p
O
”
暦
賢
曾
轟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舷
）
試
a
い
黙
彰
㍗
累
汁
鋳
同
3
9
9
騨
O
艶
蕊
蓉
き
即
瀞
山
黛
露
●
（
や
8
．
ω
轟
く
。
ピ
圃
噂
想
。
D
p
圃
■
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ヅ
チ
ャ
カ
ば
尼
乾
子
の
子
（
塞
鴨
零
ξ
唱
葺
ρ
）
で
あ
っ
離
れ
典
、
被
の
諭
議
か
ら
魏
る
ε
眞
の
書
那
敏
即
売
1
！
嘗
ひ
難
い
Q
外
し
彼
に
佛
陀
に
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
を
挑
む
だ
ほ
ご
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
黒
焼
彼
が
若
提
唖
聾
論
破
し
穴
こ
定
為
誇
る
や
う
に
見
え
て
も
、
そ
れ
藍
島
に
論
客
ビ
し
て
，
獄
負
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
ぎ
ぬ
ミ
解
す
べ
告
で
あ
ら
う
。
　
兎
に
角
破
に
尼
卓
子
の
家
族
に
生
血
六
も
の
で
あ
ろ
か
ら
、
　
著
提
子
に
關
…
係
あ
る
み
の
製
し
て
叢
に
窺
へ
糞
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
ろ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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回
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⑦
＜
ぎ
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回
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鎧
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『
H
”
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ω
冥
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Q
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思
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ぐ
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渥
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勺
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三
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O
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●
b
5
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q
o
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肖
黛
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奪
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鐸
。
鳥
Φ
畦
智
ぎ
2
貯
・
3
団
薦
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・
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（
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Q
Q
●
φ
国
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ノ
、
o
r
姥
捌
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・
H
9
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臨
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雛
鴇
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6
く
。
ピ
婦
｛
・
＜
脚
憎
H
い
炉
野
も
心
・

煽



（
蕊
）
岡
上
、
囲
鼻
巴
。
山
g
無
9
回
い
勺
型
罵
図
鶏
H
・

（
一
由
0
同
上
し
憎
・
餐
び

（
石
）
ゴ
ち
≦
壼
誘
歪
霊
〆
舘
帽
ポ
＜
。
碧
♂
駕
p
罫
話
σ
q
讐
ノ
．
藁
・
男
憎
二
。
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ゆ
一
ゆ
9

　
も
Q
．
じ
＃
◎
じ
毎
‘
＜
o
ピ
×
ノ
f
凝
u
℃
や
悼
困
一
点
●

三

　
　
　
　
　
　
佛
陀
の
遊
行
範
圃
を
調
べ
て
み
る
ご
、
摩
講
毘
羅
の
そ
れ
ご
殆
ん
ご
一
致
す
る
。
佛
陀
の
敷
化

　
　
　
　
　
せ
ら
れ
た
地
方
も
亦
同
じ
く
帯
芝
羅
竃
革
提
波
及
び
慶
掲
陀
で
あ
っ
て
、
佛
陀
は
拘
薩
羅
の
主
都
含

　
　
　
　
　
磐
城
及
び
塵
掲
陀
の
主
府
王
下
城
に
最
も
大
き
な
数
團
の
中
心
を
構
へ
、
爾
又
聖
誕
毘
羅
の
帯
心

　
　
　
　
　
勢
力
地
で
あ
っ
た
堂
舎
漿
に
於
て
多
く
の
住
民
を
激
化
引
入
し
、
波
斯
匿
・
頻
箆
娑
羅
及
び
阿
閣
世

　
　
　
　
　
等
の
諸
王
ご
心
墨
ビ
の
交
渉
並
に
彼
等
の
蹄
佛
が
佛
典
に
傳
へ
ら
れ
て
を
る
。
惟
ふ
に
當
時
の

　
　
　
　
　
諸
王
は
爾
後
の
印
度
諸
王
ビ
同
じ
く
、
そ
れ
が
正
法
で
あ
る
以
上
は
一
切
の
宗
敷
に
甥
し
て
敬
意

　
　
　
　
　
ご
岡
情
を
挑
ふ
た
の
で
あ
っ
て
、
當
時
の
諸
王
も
亦
當
時
の
二
大
回
数
た
る
佛
敷
に
も
書
翼
下
に

　
　
　
　
　
魂
冴
、
嫁
徴
ビ
保
護
ビ
を
加
へ
窃
で
あ
ら
亀



　
　
　
　
　
就
農
・
は
そ
の
博
ふ
る
面
懸
に
丁
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
佛
激
側
の
傳
設
に
依
れ
ば
、
尼
面
子
に

　
　
　
　
　
し
て
佛
敷
に
改
宗
し
た
者
が
頻
々
績
下
し
て
を
る
。
印
ち
前
に
揚
げ
た
離
華
族
の
有
識
王
子
阿

　
　
　
　
　
婆
耶
、
頻
毘
娑
羅
の
王
子
で
誉
玉
敷
團
の
首
領
の
一
入
で
あ
っ
だ
他
の
阿
婆
耶
、
離
車
族
の
総
大
將

　
　
　
　
　
シ
ー
ハ
、
含
衛
城
の
出
納
官
た
る
シ
ガ
ー
ラ
の
如
き
有
力
者
を
始
め
ご
し
て
、
塵
掲
陀
素
謡
の
出
納

　
　
　
　
　
官
の
家
族
で
あ
っ
た
嫌
人
バ
。
ダ
ー
、
糠
穂
國
の
婆
羅
門
族
で
學
術
技
藝
の
た
し
な
み
深
き
ナ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
ヅ
ヴ
タ
ラ
ー
、
會
衛
上
の
謙
譲
輿
の
家
族
で
あ
っ
た
ア
ッ
ジ
ュ
ナ
、
那
欄
陀
へ
翼
鶏
窪
（
騎
）
に
於
て
佛
陀
ビ
心
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
ご
身
業
こ
の
い
つ
れ
が
重
き
や
を
論
じ
た
若
提
子
の
弟
子
デ
ィ
ー
ガ
タ
メ
ッ
シ
ー
（
σ
回
σ
q
引
声
．
壱
器
愚
、

　
　
　
　
　
彼
か
ら
佛
陀
こ
の
論
議
の
様
子
を
煽
い
で
、
意
業
の
罪
が
最
も
重
い
ε
言
は
れ
た
…
佛
陀
の
説
に
賛

　
　
　
　
　
成
し
て
佛
陀
に
露
出
し
た
欝
、
嘉
言
毘
羅
か
ら
狂
人
呼
ば
り
を
さ
れ
た
厩
熱
城
の
家
長
優
波
離
（
9

　
　
　
　
　
笈
回
ご
、
金
衛
城
に
於
け
る
佛
陀
の
蹄
依
者
シ
ソ
、
グ
ブ
タ
（
m
弦
σ
q
壱
ε
の
兄
弟
で
彼
の
機
智
に
富
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
引
導
に
よ
っ
て
佛
徒
こ
な
つ
淀
ガ
ラ
ハ
デ
ィ
ン
ナ
（
O
㌶
筈
銭
陶
§
9
）
の
如
き
は
、
い
つ
れ
も
元
尼
乾
子

　
　
　
　
　
の
徒
で
あ
っ
た
が
、
後
佛
陀
若
し
く
は
佛
弟
子
の
鴻
化
に
遇
ふ
て
佛
激
に
痛
止
す
る
に
至
っ
た
の

　
　
　
　
　
で
あ
る
。
誉
那
に
關
す
る
恩
典
の
記
事
は
大
立
に
於
て
正
確
で
あ
っ
て
、
言
那
纒
典
ス
ー
．
｝
ラ
・
ク



　
　
　
　
　
ソ
タ
．
ー
ン
ガ
（
し
∩
響
．
9
頁
件
鐘
σ
q
騨
）
ウ
ッ
タ
ラ
ー
デ
ィ
ヤ
ヤ
ナ
（
¢
鐸
ρ
慾
警
団
麟
団
9
§
）
な
ざ
の
訳
了
ご
一
致
す

　
　
　
　
　
る
黙
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
何
舜
に
も
法
敵
に
付
す
る
記
鎌
で
あ
る
か
ら
、
故
意
に
中
傷
し
た
場
合

　
　
　
　
　
が
恥
く
な
い
上
に
、
無
意
識
的
に
誤
謬
を
傳
へ
て
を
る
箇
所
も
な
い
で
は
な
い
。
併
し
か
、
る
鋏

　
　
　
　
　
黙
は
笹
に
佛
敷
側
に
の
み
存
す
る
の
で
は
な
く
、
佛
激
に
關
す
る
誉
那
経
典
の
所
傳
に
も
共
通
し

　
　
　
　
　
て
を
る
。
皇
典
に
は
如
上
の
多
数
の
有
力
な
誉
那
敢
徒
が
佛
陀
に
轄
嫁
し
た
こ
ご
を
傳
へ
て
を

　
　
　
　
　
る
に
も
拘
ら
す
、
嘗
那
経
血
ハ
に
は
か
、
る
傳
説
は
一
つ
も
記
さ
れ
て
み
な
い
Q
勿
論
か
、
る
事
抽
件

　
　
　
　
　
は
誉
那
敷
に
取
っ
て
不
名
風
な
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
知
っ
て
み
て
も
殊
さ
ら
傳
録
す
る
こ
ご
を
．
避

　
　
　
　
　
け
た
の
で
あ
ら
う
。
果
し
て
然
り
ε
す
れ
ば
，
彼
の
激
衆
中
か
ら
か
く
も
有
力
な
多
数
の
人
物
を

　
　
　
　
　
奪
去
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
ご
は
、
書
鷲
敷
に
取
っ
て
一
大
訂
繋
で
あ
っ
た
に
相
客
な
い
。
而
も
蓄
那

　
　
　
　
　
側
の
記
録
に
は
、
佛
陀
の
弟
子
に
し
て
彼
に
改
宗
し
た
者
の
あ
っ
た
こ
ご
を
些
し
も
傳
へ
て
る
な

　
　
　
　
　
い
。
若
し
之
が
あ
っ
た
ご
し
た
な
ら
ば
、
多
少
そ
の
溝
息
は
漏
さ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

　
　
　
　
　
佛
陀
は
塵
畑
野
羅
の
軍
事
に
遷
し
て
常
に
籏
極
的
傳
滋
の
態
度
を
取
ら
れ
た
の
で
め
つ
て
、
之
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
佛
陀
が
彼
の
根
擦
地
で
あ
る
離
車
族
の
地
方
へ
遊
行
し
て
、
吠
黒
黒
に
於
て
顯
要
の
地
位
を
占
め



　
　
　
　
　
駐
罫
引
啄
蒙
鑓
嘆
掌
や
小
説
臨
鍵
を
以
て
後
嘗
傳
へ
ら
れ
た
で
あ
ら
も
佛
陀
は

　
　
　
　
　
出
家
後
塵
掲
陀
國
に
出
で
、
諸
仙
を
歴
訪
し
て
滋
を
求
め
ら
れ
沈
の
で
あ
る
か
ら
、
成
撹
後
は
會
は

　
　
　
　
　
れ
な
か
っ
た
爲
、
記
録
に
は
遺
さ
れ
な
か
つ
元
け
れ
亜
ハ
そ
の
求
滋
時
期
に
於
て
摩
詞
毘
羅
を
訪
は

　
　
　
　
　
れ
た
か
も
知
れ
な
い
ご
い
ふ
想
像
を
運
ら
す
人
が
な
い
ε
も
限
ら
ぬ
。
併
し
な
が
ら
此
の
想
像

　
　
　
　
　
も
決
し
て
正
鵠
を
得
た
も
の
ε
は
書
へ
澱
。
何
ご
な
れ
ば
、
佛
陀
成
算
以
前
は
な
ほ
摩
詞
毘
羅
の

　
　
　
　
　
在
家
時
代
若
し
く
は
修
養
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
佛
陀
は
か
、
る
無
名
の
沙
門
に
向
っ
て
激
を
請

　
　
　
　
　
は
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
假
命
偶
然
彼
に
遇
は
れ
て
も
、
一
介
の
苦
行
者
ε
し
て
顧
ら
れ
な
か

　
　
　
　
　
つ
た
に
蓮
ひ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
然
ら
ば
、
爾
聖
が
数
化
聖
代
に
入
っ
て
も
な
ほ
直
接
會
見
せ
な
か
っ
た
こ
ご
は
、
如
何
に
解
騨
す

　
　
　
　
　
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
殊
に
縛
法
輪
の
決
意
を
以
て
雄
節
の
座
を
起
つ
や
、
自
ら
奮
即
し
て
五
比
丘

　
　
　
　
　
を
始
め
ご
し
て
、
安
倉
の
学
界
に
於
け
る
重
餓
で
あ
っ
た
三
迦
葉
・
欝
ω
ω
壱
鵠
）
兄
弟
を
敷
化
し
だ
佛

　
　
　
　
　
陀
が
、
何
故
摩
込
毘
羅
に
卑
見
も
て
彼
を
説
服
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
之
は
耀
う
し
て
も

　
　
　
　
　
佛
陀
が
故
意
に
彼
ぜ
會
号
す
る
こ
ご
を
避
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
ご
槻
る
外
は
な
い
。
大
禮
．
佛
陀

識
〆4



　
　
　
　
　
は
布
敷
に
就
い
て
は
絡
始
非
常
に
愼
重
な
態
度
を
保
た
れ
π
の
で
あ
っ
て
、
現
に
佛
陀
伽
耶
窃
＆
祭

　
　
　
　
　
冨
σ
q
3
、
帥
）
　
に
於
て
成
滋
せ
ら
れ
、
法
輪
を
縛
せ
ん
ご
決
心
せ
ら
る
、
や
、
ま
つ
何
入
に
向
っ
て
そ
の

　
　
　
　
　
甚
深
の
法
を
説
く
べ
き
か
ご
考
察
し
、
鹿
野
苑
（
り
高
一
σ
q
騨
儀
飛
雲
鋤
）
に
於
け
る
五
比
丘
を
第
…
に
濟
度
せ
ん

　
　
　
　
　
ε
て
、
百
七
十
除
哩
の
道
程
を
歩
行
せ
ら
れ
た
。
そ
の
間
凡
そ
一
週
罰
を
要
す
る
か
ら
、
多
く
の
人

　
　
　
　
　
々
に
毘
遇
ひ
、
多
く
の
人
々
か
ら
供
養
を
受
け
ら
れ
た
に
蓮
ひ
な
い
Q
然
る
に
、
佛
典
に
徴
す
る
限

　
　
　
　
　
り
、
佛
陀
は
そ
の
途
中
邪
野
外
滋
に
属
す
る
優
笹
身
（
d
醤
惹
）
の
問
ひ
に
癒
じ
て
、
無
師
猫
嫌
な
る
こ

　
　
　
　
　
ご
を
答
へ
た
ば
か
う
で
、
｝
句
の
法
も
説
か
れ
な
か
っ
た
。
惟
ふ
に
睡
夢
は
そ
の
法
を
解
す
る
に

　
　
　
　
　
蓮
ひ
な
い
ビ
見
込
ま
れ
た
五
比
丘
に
撮
し
て
瓦
全
法
輪
を
試
み
る
ま
で
は
、
何
人
に
立
っ
て
も
輕

　
　
　
　
　
々
に
説
法
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
、
叉
そ
の
濫
中
伝
週
鷺
の
間
に
如
何
に
そ
の
勝
事
の
法

　
　
　
　
　
を
表
現
す
べ
き
か
に
就
い
て
考
慮
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
以
て
佛
陀
の
布
敷
的
態
度
の
眞
摯

　
　
　
　
　
で
あ
っ
π
こ
ご
を
窺
知
す
る
こ
ご
が
出
　
摩
る
。

　
　
　
　
　
　
佛
陀
の
愼
重
な
傳
滋
的
態
度
は
成
功
の
見
込
み
な
き
者
に
向
っ
て
無
暗
に
激
化
を
試
み
る
こ

　
　
　
　
　
綾
羅
轡
罫
契
薩
ひ
な
い
。
今
趨
勢
が
摩
詞
毘
讐
向
っ
て
良
筆
ん
で
直
響
応
を
施
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欝
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在
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窃
奮
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で
っ
く
璽
物
・
露
量
奪
、
矯
致
命
傷
ビ
な
っ
た
で
あ
ら
う
。
故
に
雨
雄
蕊
を
持
し
て
放
だ
ざ
る
態
度
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
　
　
響
夢

　
　
　
　
　
生
涯
を
逡
り
、
互
に
故
意
に
直
接
の
衝
突
を
避
け
た
の
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
◎
．

　
　
　
　
　
註
（
一
）
以
．
上
の
人
物
に
瀾
す
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嫁
醗
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い
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雛
A
一
）
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（
入
）
ま
で
な
滲
獺
ぜ
よ
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